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し
た
。 

平
成
27
年
４
月
よ
り
新
会
則
が
施
行
さ
れ
、
従
来
の

校
友
会
支
部
に
加
え
て
、
卒
業
生
の
各
種
同
窓
会
も
校
友

会
組
織
に
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

現
在
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
同
窓
会
、
学
生

会
同
窓
会
、
電
波
組
１
９
８
１
、
空
手
道
部
Ｏ
Ｂ
同
窓
会

が
で
き
て
い
ま
す
。 

校
友
会
の
最
高
議
決
機
関
で
あ
る
役
員
会
に
同
窓
会

の
代
表
者
も
参
加
し
て
頂
く
こ
と
に
な
り
、
多
く
の
卒
業

生
の
方
の
ご
意
見
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。
校
友
会
役
員
も
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
卒

業
生
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

パ
ソ
コ
ン
だ
け
で
な
く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
も
対
応

さ
せ
た
校
友
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
情
報
発
信
を
強

化
し
て
、
卒
業
生
の
皆
様
と
の
絆
を
よ
り
深
め
て
い
ま

す
。 さ

て
、
校
友
会
が
継
続
・
発
展
を
す
る
為
に
今
、
経
費

の
問
題
が
あ
り
ま
す
。 

 

校
友
会
の
事
業
計
画
、
事
業
報
告
は
年
度
毎
に
校
友
会

誌
「
か
も
め
」
や
校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お

り
ま
す
が
、
校
友
会
活
動
が
活
発
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
経

費
が
か
か
り
ま
す
。 

現
在
、
校
友
会
費
は
４
０
０
０
円
で
す
が
、
校
友
会
費

の
値
上
げ
の
可
否
の
検
討
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
常
任
役
員
会
の
中
に
専
任
担
当
を
置
き
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。 

今
年
の
干
支
は｢

丁
酉｣

で
す
。
酉
は
取
り
込
む
に
繋
が

り
気
運
も
お
客
も
取
り
込
む
と
言
う
意
味
で
商
売
繁
盛

や
物
事
が
頂
点
ま
で
極
ま
っ
た
状
態
の
年
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
校
友
会
に
お
い
て
も
改
革
の
成
果
が
で
る
年
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、 

校
友

会
活
動
の
更
な
る
活
性
化
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。  

『
よ
り
質
の
高
い
教
育
を
目
指
し
て
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

校
長 

坂
田 

和
義 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
28
年
4
月
か
ら 

小
川
明
治
前
校
長
の
後
を
引

き
継
ぎ
、
学
校
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
前
年
度
ま
で

と
同
様
、
卒
業
生
の
皆
様
方

の
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

さ
て
、
「
職
業
教
育
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
専
修
学

校
が
学
校
教
育
法
に
定
義
さ
れ
、
制
度
化
さ
れ
て
今
年
で

40
周
年
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
専
門
学
校
は
大
学
・

短
大
と
並
ぶ
高
等
教
育
機
関
と
し
て
著
し
い
発
展
を
遂
げ

い
ま
す
。
制
度
の
面
で
言
え
ば
、
平
成
6
年
の
専
門
士
の

称
号
付
与
か
ら
始
ま
り
、
大
学
へ
の
編
入
学
、
4
年
生
課

程
の
修
了
者
に
対
す
る
高
度
専
門
士
の
称
号
付
与
、
な
ら 

び
に
大
学
院
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
る
な
ど
、高
等
教

育
機
関
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
26
年
4
月
か
ら
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
専
門
学
校
に
対
し
て
「
職
業
実
践
専
門
課
程
」
が
文

部
科
学
省
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
、
教
育
水
準
の
高
さ
を

計
る
指
標
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。 

国
の
施
策
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
制
度
面
で
の
環

境
が
整
え
ら
れ
る
一
方
で
、
専
門
学
校
に
対
し
て
、
よ
り

高
い
レ
ベ
ル
の
教
育
の
質
の
整
備
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
お
り
、
職
業
教
育
に
対
す
る
社
会
の
期
待

が
益
々
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

本
校
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
事
態
を
い
ち
早
く
想
定

し
、
6
年
前
か
ら
「
教
育
の
質
の
維
持
・
向
上
を
図
る
」

と
い
う
こ
と
を
学
校
の
最
大
の
目
標
と
し
て
各
部
署
に

お
い
て
対
策
を
図
っ
て
お
り
、
大
き
く
次
の
4
つ
の
視

点
か
ら
そ
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

①
教
育
を
行
う
「
教
員
の
質
」 

②
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
シ
ラ
バ
ス
等
の
「
教
育
内
容
の
質
」 

③
教
育
目
標
の
達
成
度
を
計
る
「
教
育
成
果
の
質
」 

④
教
育
設
備
や
学
習
環
境
等
の
「
教
育
環
境
の
質
」 

皆
様
も
ご
存
知
の
通
り
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
大

学
全
入
時
代
が
訪
れ
、
さ
ら
に
2018
年
問
題
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
、
数
年
後
に
は
一
段
と
少
子
化
が
加
速
す
る
時
代
に

突
入
す
る
な
ど
、
専
門
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ

を
増
し
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
卒
業
生
の
皆
様
に
と

っ
て
、
い
つ
ま
で
も
誇
り
に
思
っ
て
い
た
だ
け
る
学
校
と

し
て
発
展
し
、
永
続
的
に
存
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
っ
て
お
り
、
今
年
よ
り
来
年
、
来
年
よ
り
再
来

年
と
益
々
教
育
の
質
を
高
め
、
社
会
か
ら
歓
迎
さ
れ
る
人

材
の
育
成
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

卒
業
生
の
皆
様
方
に
は
、
今
後
と
も
、
ご
支
援
・
ご
鞭

撻
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

『
進
化
す
る
校
友
会
』 

会
長 

池
戸 

博
行 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

校
友
会
会
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
の
ご 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

健
勝
と
ご
活
躍
の
こ
と
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
28
年
6
月
の
役
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
に
お
い
て
、
校
友
会
第
32 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

代
会
長
の
3
期
目
に
再
任

さ
れ
ま
し
た
。 

引
き
続
き
拝
命
し
た
こ
と
に
、役
職
の
重
要
性
か
ら
一
層

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。 

昨
年
は
、
熊
本
で
の
地
震
、
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
、
リ
オ

デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
で
の
日
本
の
活
躍
な
ど
大
き
な
ニ
ュ

ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。 

校
友
会
活
動
を
振
り
返
え
っ
て
み
る
と
、新
し
く
発
足
し

た
静
岡
支
部
と
長
野
支
部
は
順
調
に
活
動
を
行
っ
て
き
ま 



       かもめ 

 

（３） 

「
卒
業
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ
」 

 

ゲ
ー
ム
総
合
学
科 

平
成
26
年
度
卒 

梶
原 

知
将  

私
は
平
成

26
年

3
月
に
名
古
屋

工
学
院
専
門
学
校
ゲ
ー
ム
総
合
学
科

４
年
課
程
を
卒
業
し
ま
し
た
。
現
在

は
、
在
学
時
に
内
定
し
た
企
業
の
株

式
会
社

D
M
M
.
c
o
m

ラ
ボ
に
勤
め
て
お

り
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
と
し
て
主
に
ゲ

ー
ム
の
開
発
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

私
自
身
、
ま
だ
ま
だ
新
人
の
た
め
、

皆
様
に
ア
ド
バ
イ
ス
出
来
る
ほ
ど
の

経
験
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
社
会
に

出
て
感
じ
た
事
を
、
同
じ
学
校
を
卒

業
し
た
者
と
し
て
、
皆
さ
ん
に
お
伝

え
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。 弊

社
で
は
、
入
社
し
て
し
ば
ら
く

研
修
期
間
が
あ
り
、
会
社
が
認
め
る

ゲ
ー
ム
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
と
し
て
の
ス

キ
ル
を
身
に
着
け
て
い
き
ま
す
。 

そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
は
、

社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
や
、
ク
リ

エ
イ
タ
ー
と
し
て
必
要
な
心
得
な
ど

も
学
ん
で
い
き
ま
す
。
新
し
い
環
境

で
は
、
緊
張
と
不
安
の
連
続
で
、
失

敗
に
悩
む
事
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
度
に
、
先
生
方
か
ら
い
た

だ
い
た
言
葉
や
、
在
学
中
に
経
験
し

た
こ
と
を
思
い
出
し
、
前
進
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
は
、
指
導

担
当
者
か
ら
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た

だ
く
よ
う
に
な
り
、
現
在
は
有
名
ゲ

ー
ム
タ
イ
ト
ル
の
フ
ロ
ン
ト
サ
ブ
リ

ー
ド
を
任
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
授
業
で
学
ん
だ
事
、
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
や
ク
ラ
ス
内
で
の
取
り
組
み
な
ど
、

在
学
中
に
経
験
し
た
こ
と
が
、
自
分

の
糧
に
な
っ
て
い
た
と
確
信
し
て
お

り
ま
す
。 

社
会
に
旅
立
て
ば
、
受
け
身
だ
け

で
は
通
用
し
な
い
こ
と
も
数
多
く
あ

る
と
思
い
ま
す
。
在
学
中
に
出
来
な

か
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
、
時
に
は
悩

む
日
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
そ

ん
な
時
は
先
生
方
か
ら
の
言
葉
を
思

い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
学
生
時
代
に

経
験
し
た
こ
と
や
知
識
は
、
職
種
に

関
係
な
く
、
必
ず
自
分
の
糧
に
な
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。 

自
ら
進
ん
で
新
し
い
事
を
学
び
、

仲
間
を
作
っ
て
、
よ
り
自
分
を
高
め

て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。 

        

「
Ｉ
Ｔ
の
今
と
昔
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

情
報
学
科 

 
 

神
谷 

裕
之 

 

 「
世
界
は
Ｉ
Ｔ
な
し
で
は
い
ら
れ
な
い
！
」 

 

こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
今
年
度
の

募
集
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
使
っ
た
言
葉
だ
。 

 
 

 

私
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
触
れ
た
の
は
、

お
よ
そ
３０
数
年
前
。 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
コ
の
字
も
知
ら
い
な

い
、
が
ち
が
ち
の
文
系
、
い
や
体
育
会
系
人

間
だ
っ
た
。 

 

「
文
系
の
方
で
も
大
丈
夫
！
」
そ
ん
な
フ

レ
ー
ズ
が
入
学
の
決
め
手
と
な
り
、
こ
こ
で

３
年
間
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
学
ん
だ
。 

  

当
時
実
習
で
使
っ
て
い
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
は
「
Ｍ
１
７
０
Ｆ
」
と
い
う
富
士
通
製
の

汎
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
入

力
は
、
製
品
名
は
忘
れ
た
が
「
Ｄ
Ｅ
Ｓ
（
デ

ー
タ
エ
ン
ト
リ
シ
ス
テ
ム
）」で
８
イ
ン
チ
の

フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
を
使
用
し
て
い
た
。

今
の
学
生
達
に
話
す
と
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
自
体

を
知
ら
な
い
学
生
も
い
る
。 

 

在
学
中
に
国
家
資
格
に
も
合
格
し
、
無
事

某
Ｉ
Ｔ
系
企
業
へ
就
職
。電
力
系
、銀
行
系
、 

流
通
系
、
証
券
系
の
シ
ス
テ
ム
開
発
に
携
わ

っ
た
。
そ
の
す
べ
て
が
大
型
汎
用
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
開

発
規
模
、
金
額
も
相
当
な
も
の
だ
っ
た
。 

 

そ
の
こ
ろ
に
感
じ
た
の
は
、 

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
技
術
は
特
別
な
も

の
」 

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
今
も
そ
れ
に
変
わ
り
は

な
い
が
、
一
般
の
利
用
者
た
ち
は
ど
う
感
じ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

 

パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
な
ど
手
軽
に
手
に
入
る
し
、
そ
の
利
用

者
（
保
持
者
）
も
本
当
に
多
い
。「
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
」
と
「
パ
ソ
コ
ン
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
）」は
別
物
と
考
え
て
い
る
人
も
多
い
と
聞

く
。 Ｗ

ｅ
ｂ
技
術
も
相
当
進
み
、
ネ
ッ
ト
を
使

わ
な
い
こ
と
は
今
ほ
と
ん
ど
な
い
。
本
当
に

便
利
な
世
の
中
に
な
っ
た
も
の
だ
。 

仕
事
、
娯
楽
、
生
活
。
様
々
な
場
面
で
Ｉ

Ｔ
は
使
わ
れ
て
い
る
。
技
術
者
不
足
も
深
刻

化
し
て
い
る
と
聞
く
。 

 

「
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
」 

私
が
子
供
の
頃
み
て
い
た
番
組
で
、
そ
の

こ
ろ
衝
撃
的
だ
っ
た
機
器
が
今
は
一
つ
ず
つ

実
用
化
さ
れ
て
い
る
。
学
生
だ
っ
た
頃
「
衝

突
防
止
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
学
科

を
超
え
て
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
た
学
生
が

い
た
が
、
そ
れ
も
今
実
現
し
て
い
る
。 

 

「
Ａ
Ｉ
」
が
再
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
も
ま
た
実
用
化
に
向
か
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
。 

 

立
場
の
逆
転
が
無
い
事
を
期
待
し
な
が
ら
、

Ｉ
Ｔ
の
進
化
を
今
後
も
見
て
い
き
た
い
。 

ゲーム業界研究セミナーにて講演 

会場：名古屋工学院専門学校 

 



       かもめ 
 

（４） 

平
成
27
年
度 

校
友
会
事
業
経
過
報
告 

 

年 

月 

日 
 

事 

業 

内 

容 

27･

5･

16 

富
山
支
部
役
員
会 

開
催 

27･

6･

2 

校
友
会
常
任
役
員
会 

開
催 

27･

6･

27 

校
友
会
支
部
長
総
会 

開
催 

27･

6･

27 

長
野
支
部
総
会 

開
催 

松
橋 

27･

7･

4 

沖
縄
支
部
役
員
会 

開
催 

27･

10･

８ 

学
生
会
同
窓
会 

校
友
会
加
入  

 

27･

10･

８ 

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ 

Ｏ
Ｂ
同
窓
会 

校
友
会
加
入 

 

27･

10･

13 

校
友
会
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン 

【
か
も
め
～
ル
№
36
】
配
信 

 

27･

10･

16 

静
岡
支
部
役
員
会 

開
催 

 

27･

10･

24 

～ 

25  

学
園
祭 

校
友
会
コ
ー
ナ
ー
運
営 

 

27･

10･

24 

学
生
会
同
窓
会 

開
催 

 

27･

10･

31 

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ 

Ｏ
Ｂ
同
窓
会
開
催 

 

27･

11･

7 

沖
縄
支
部
総
会 

開
催 

坂
田
・
池
戸
・
堀
内
・
小
林 

 

27･

11･

14 

静
岡
支
部
総
会 

開
催 

 

池
戸
・
堀
内
・
坂
下
・
平
石 

 

28･

2･

27 

富
山
支
部
総
会 

開
催 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

村
崎 

28･

2･

29 

校
友
会
常
任
役
員
会 

開
催 

 

校
友
会
賞
審
査
・
会
則
変
更
・
校
友
会
加
入 

 

28･

2･

29 

電
波
組1981 

校
友
会
加
入 

28･

3･

4 

電
波
組1981 

同
窓
会 

開
催 

28･

3･

9 

校
友
会
賞 

授
与 

  

28･

3･

9 

校
友
会
誌
『
か
も
め
』 

第
57
号
発
刊 

 

28･

3･

16 

校
友
会
誌
『
か
も
め
』 

（ 

1422
通
発
送 ) 

 

各
支
部
長 

お
よ
び
支
部
連
絡
先 

 
▽
東
京
支
部
長 

板
屋
越 

一
機  

 
 

平
成
4
年 

電
子
工
学
研
究
科
卒
業 

・
支
部
担
当 

松
岡 

昇 

 

▽
大
阪
支
部
長 

井
上 
雄
三 

 
  

昭
和
56
年 

電
子
工
学
科
卒 

・
支
部
担
当 

荒
木 

俊
行 

 

▽
三
重
支
部
長 

瀬
野 

喜
久 

 
 

平
成
3
年 

情
報
処
理
学
科
卒 

・
支
部
担
当 

森
下 

啓
司 

 

▽
富
山
支
部
長 

島 

大
地 

 

平
成
24
年 

電
気
工
学
研
究
科
卒 

・
支
部
担
当 

村
崎 

博
樹 

 

▽
石
川
支
部
長 

坂
本 

守 

 

昭
和
52
年 

第
一
部
電
子
工
学
科
卒 

・
支
部
担
当 

石
黒 

誠 

 

▽
四
国
支
部
長 

松
浦 

正
昭 

 

昭
和
34
年 

第
一
部
本
科
卒 

・
支
部
担
当 

髙
須 

真
人 

 

▽
沖
縄
支
部
長 

南
風
原 

武
則 

 

平
成
4
年 

電
気
工
学
科
卒
業 

・
支
部
担
当 

小
林 

真
治 

 

▽
静
岡
支
部
長 

富
田 

明 

 

昭
和
53
年 

電
気
工
学
科
卒 

・
支
部
担
当 

坂
下 

正
義 

 

▽
長
野
支
部
長 

市
瀬 

耀
一 

 

平
成
25
年 

電
気
工
学
研
究
科
卒 

・
支
部
担
当 

松
橋 

卓
也 

 

☆
支
部
担
当
連
絡
先 

  
 

名
古
屋
工
学
院
専
門
学
校 

 
 

校
友
会
各
支
部
担
当
者 

所
在
地 

 
名
古
屋
市
熱
田
区 

神
宮
四
丁
目
７
‐
21 

電
話 

０
５
２
‐
６
８
１
‐
１
３
１
１
（
代
） 

 

  

第
32
期
校
友
会
常
任
役
員 

 

会 
 

長 
 

池
戸 

博
行 

 
 
 

副 

会 

長 
 

岩
井 

敬
典 

 
 
 

副 

会 

長 
 

松
岡 

昇 

 
 

書 
 

記 
 

古
市 

雅
邦 

 
 
 

会 
 

計 
 

平
石 

義
博 

 
 

幹 

事 

長 
 

堀
内 

豊 

幹 
 

事 
 

竹
下 

啓
太 

幹 
 

事 
 

根
岸 

雅
巳 

幹 
 

事 
 

坂
下 

正
義 

幹 
 

事 
 

髙
須 

真
人 

幹 
 

事 
 

石
原 

昭 

幹 
 

事 
 

松
橋 

卓
也 

幹 
 

事 
 

梶
間 

泰 

幹 
 

事 
 

長
谷
川
和
宣 

幹 
 

事 
 

石
黒 

誠 

幹 
 

事 
 

隈
元 

良
一 

幹 
 

事 
 

神
谷 

裕
之 

幹 
 

事 
 

村
崎 

博
樹 

幹 
 

事 
 

谷
口 

順
一 

幹 
 

事 
 

小
林 

真
治 

会
計
監
査 

 

田
中 

和
彦 

会
計
監
査 

 

井
上 

茂
樹 

相 

談 

役 
 

坂
田 

和
義 

参 
 

与 
 

倉
田 

豊
行 



                                     かもめ 
 

（５） 

 

     平成２７年度 校友会収支決算書（一般会計の部）      

 収入の部 合計金額   23,281,416 円 

 支出の部 合計金額   23,281,416 円 

 

        収  入  の  部            支   出  の  部 

科    目  金    額  科    目  金    額  

前年度繰越金  21,383,221 会誌発行費  379,640 

校友会活動費  1,856,000 支部結成・維持費  2,336,865 

預金利息  3,195 同窓会・結成援助費  161,677 

電波学園活動援助金  39,000 援助費 25,000 

  

講演会費  70,534 

慶弔費 24,767 

備品消耗品費  44,712 

校友会賞費  56,817 

功労賞費  30,050 

ホームページ保守費  162,540 

業務費 185,000 

会長交際費  29,160 

学園祭協賛費  112,809 

予備費 62,640 

次年度繰越金  19,599,205 

合      計 23,281,416 合      計 23,281,416 

 

 

 

 

     平成２７年度 校友会収支決算書（特別会計の部）      

奨学金特別会計  

 収入の部 合計金額   29,863,604 円 

 支出の部 合計金額   29,863,604 円 

 

収入の部  支出の部  

科  目  金  額  科  目  金  額  

前年度繰越金  ¥6,084,417 今年度貸付金  ¥0 

前年度貸付繰越金  ¥15,876,500 事務・通信費  ¥7,452 

一般会計から  ¥0 貸付繰越金  ¥15,569,000 

預金利息  ¥2,687 次年度繰越金  ¥6,387,152 

奨学基金  ¥7,900,000 奨学基金  ¥7,900,000 

合  計  ¥29,863,604 合  計  ¥29,863,604 

 



                                     かもめ 

 

 （６） 

      

『 

連
続
記
録
更
新
中
！ 

』 

情
報
系
学
科
の
大
き
な
目
標
の
一
つ
に

「
情
報
処
理
技
術
者
試
験
合
格
」
が
あ
り
ま

す
。 基

本
情
報
技
術
者
試
験
、
応
用
情
報
技
術

者
試
験
、
各
種
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
試
験
に
加

え
、
今
年
度
よ
り
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
試
験
」
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
ま
す
。 

ま
た
、
平
成
29
年
春
期
試
験
か
ら
、「
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
試
験
」

が
「
情
報
処
理
安
全
確
保
支
援
士
試
験
」
に

変
わ
り
ま
す
。 

 

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
重
要
性
が
年
々
高

ま
っ
て
い
く
中
、
そ
の
知
識
、
技
術
を
も
っ

た
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
需
要
も
同
様
に
高
ま
っ
た

こ
と
を
背
景
に
、
今
年
度
よ
り
「
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
学
科
」
を
新
設
し
、
ま
す
ま
す
需

要
が
高
ま
る
Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
育
成
に
こ
れ

ま
で
以
上
の
取
り
組
み
を
し
て
い
き
ま
す
。 

 

そ
ん
な
中
、
先
輩
方
か
ら
受
け
継
い
で
き

た
「
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
試
験
連
続
合
格
記
録
」

を
今
年
度
も
無
事
達
成
し
、「
17
年
連
続
」

と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
試
験
で
は
、
４
年
連
続

で
東
海
地
区
専
門
学
校
生
合
格
者
の
半
数
以

上
を
達
成
す
る
な
ど
、「
国
家
試
験
に
強
い 

      

工
学
院
」
を
証
明
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

今
年
度
は
、
情
報
処
理
技
術
者
試
験
が
現

行
の
制
度
に
な
っ
て
か
ら
最
多
数
の
国
家
試

験
合
格
者
を
輩
出
す
る
こ
と
も
出
来
ま
し
た
。 

今
後
も
、
こ
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
多
く

の
学
生
が
国
家
資
格
取
得
者
と
な
る
よ
う
学

生
と
共
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。                  

（
Ｉ
Ｔ
Ｊ
） 

 
 

 

『 
全
国
も
注
目
、 

名
古
屋
イ
チ
の
創
作
力
！ 

』 
 

2016
年
11
月
、
ゲ
ー
ム
Ｃ
Ｇ
分
野
で
は
、
初

め
て
の
取
り
組
み
と
し
て
「
ゲ
ー
ム
会
社
だ

け
の
企
業
説
明
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

企
業
説
明
会
な
ん
て
珍
し
く
も
な
い
…
そ

う
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

し
か
し
、
こ
れ
は
画
期
的
な
こ
と
な
の
で

す
。
な
ぜ
な
ら
、
主
に
首
都
圏
に
あ
る
ゲ
ー

ム
会
社
さ
ん
が
多
数
、
わ
ざ
わ
ざ
本
校
ゲ
ー

ム
Ｃ
Ｇ
分
野
学
生
だ
け
の
た
め
に
、
駆
け
つ

け
て
下
さ
っ
た
か
ら
で
す
。 

放
課
後
を
利
用
し
て
行
わ
れ
た
説
明
会
は
、

概
ね
一
日
2
社
ず
つ
。 

『
ア
ー
マ
ー
ド
コ
ア
』
シ
リ
ー
ズ
で
世
界

的
に
名
高
い
フ
ロ
ム
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
さ
ん

を
皮
切
り
に
、
14
日
か
ら
24
日
ま
で
に
12

社
が
ご
来
校
い
た
だ
き
、
会
社
説
明
と
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
な
ど
作
品
へ
の

評
価
、
そ
し
て
一
部
の
企
業
さ
ん
は
一
次
試

験
ま
で
も
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
11
月
7
日
に
は
、
デ
ィ
ラ
イ
ト

ワ
ー
ク
ス
さ
ん
に
よ
る
、
特
別
講
演
会
も
実

施
さ
れ
ま
し
た
。 

同
社
は
、
700
万
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
誇
る
人

気
ス
マ
ホ
ゲ
ー
ム
「
フ
ェ
イ
ト
Ｇ
Ｏ
」
の
開

発
・
運
用
元
と
し
て
知
ら
れ
る
注
目
株
で
す
。 

特
に
交
流
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
先
方

か
ら
の
提
案
で
単
独
で
の
講
演
会
が
実
現
し

ま
し
た
。 

ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
イ
タ
ー
養
成
の
専
門
学
校

は
、
全
国
に
約
60
校
。
名
古
屋
地
区
に
は
、

6
校
が
存
在
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
中
で
本
校
は
、
近
年
大
き
く
存
在
感

を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
元
々
業
界
に
は
「
名

古
屋
の
専
門
学
校
は
力
が
あ
る
！
」
と
い
う

評
価
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
特
に
近
年
、
全

国
レ
ベ
ル
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
の
受
賞
が
続
い

た
こ
と
で
、
本
校
が
筆
頭
の
地
位
に
上
り
詰

め
つ
つ
あ
る
と
言
え
る
の
で
す
。 

ラ
イ
バ
ル
校
と
異
な
り
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
な
ど

派
手
な
Ｐ
Ｒ
は
一
切
行
っ
て
い
な
い
名
古
屋

工
学
院
。
た
だ
、
地
味
で
堅
実
な
だ
け
に
、 

〝
工
都
〟
名
古
屋
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
濃
厚
に
受
け

継
い
で
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

移
り
変
わ
り
の
激
し
い
ゲ
ー
ム
業
界
で
す

が
、「
人
が
創
る
」
と
い
う
意
味
で
は
、
創
生

期
か
ら
今
日
ま
で
微
動
だ
に
し
て
い
ま
せ
ん
。 

そ
ん
な
業
界
の
中
で
名
誉
あ
る
地
位
を
築

い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。  （

傭
兵
隊
長
） 

『
活
躍
す
る
支
援
学
生
』 

学
外
支
援
特
別
実
習
（
高
等
学
校
や
地
域

の
イ
べ
ン
ト
な
ど
の
技
術
支
援
）
で
自
主
的

に
活
動
し
て
い
る
学
生
が
い
ま
す
。 

こ
の
学
生
達
は
、
検
定
試
験
や
国
家
資
格

を
積
極
的
に
取
得
す
る
意
欲
も
持
ち
合
わ
せ

て
い
ま
す
。 

ま
ず
、
映
像
音
響
処
理
技
術
者
資
格
認
定

試
験
。
ビ
デ
オ
編
集
や
録
音
技
術
に
関
す
る

幅
広
い
知
識
を
必
要
と
し
ま
す
。 

ま
た
、
受
験
者
の
合
否
を
判
定
す
る
も
の

で
は
な
く
、
受
験
者
の
今
現
在
の
能
力
レ
ベ

ル
を
判
断
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
試

験
も
あ
り
ま
す
。
A
～
E
の
ラ
ン
ク
が
あ

り
、
学
生
は
B
以
上
の
ラ
ン
ク
を
目
指
し
ま

す
。
サ
ウ
ン
ド
レ
コ
ー
デ
イ
ン
グ
技
術
認
定

試
験
と
プ
ロ
ツ
ー
ル
技
術
認
定
試
験
で
す
。 

 

録
音
、
編
集
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
の
ミ

キ
シ
ン
グ
、
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｉ
な
ど
の
知
識
が
必
要

と
さ
れ
ま
す
。 

さ
ら
に
、
国
家
資
格
で
あ
る
第
一
級
陸
上

特
殊
無
線
技
士
。
無
線
設
備
の
技
術
操
作
が

で
き
、
こ
れ
も
業
界
で
す
ぐ
に
役
立
ち
ま
す
。 

そ
し
て
、
彼
ら
の
素
晴
ら
し
さ
は
、
日
々

の
ス
タ
ジ
オ
で
の
機
器
の
整
理
整
頓
、
整
備

作
業
に
も
手
を
抜
か
な
い
こ
と
で
す
。 

学
校
を
飛
び
出
し
て
の
支
援
活
動
の
経
験

で
真
の
実
力
が
身
に
つ
い
て
い
く
の
で
す
。 

 

映
像
音
響
科
に
と
っ
て
最
高
の
人
材
で
あ

り
、
業
界
就
職
を
さ
せ
る
こ
と
を
保
証
し
ま

す
。
間
も
な
く
２
年
生
は
卒
業
、
そ
し
て
業

界
へ
。
引
き
続
き
、
学
外
支
援
特
別
実
習
に

参
加
す
る
学
生
志
願
に
期
待
し
ま
す
。 



                                     かもめ 

 

 （７） 
 

『
復
活
！！
』 

 

最
近
、
電
気
分
野
に
関
心
を
持
っ
て
い
る

若
い
世
代
が
減
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
工
業

高
校
で
も
電
気
科
を
志
願
す
る
生
徒
が
減
少

し
て
四
苦
八
苦
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
本

校
の
電
気
工
学
科
に
お
い
て
も
、
今
年
度
の

入
学
生
数
が
昨
年
比
マ
イ
ナ
ス
を
記
録
し
ま

し
た
。
何
と
か
来
年
度
は
増
加
し
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

そ
ん
な
中
で
今
年
度
の
学
園
祭
に
お
い
て

は
産
学
連
携
の
一
環
と
し
て
中
部
電
気
保
安

協
会
の
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し
た
。
幅
の
広

い
層
に
電
気
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら

お
う
と
、
本
校
学
生
と
協
会
職
員
の
方
が
連

携
し
て
運
営
し
ま
し
た
。 

           

太
陽
光
発
電
所
に
使
用
し
て
い
る
ド
ロ
ー

ン
や
パ
ネ
ル
の
洗
浄
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
展
示
、

説
明
を
行
い
、
電
流
イ
ラ
イ
ラ
棒
で
楽
し
ん

で
頂
き
ま
し
た
。 

体
育
祭
は
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
ド
ー
ム

で
行
い
ま
し
た
。
笠
寺
に
あ
る
日
本
ガ
イ
シ

ホ
ー
ル
で
す
。
ド
ー
ム
初
年
度
は
優
勝
を
逃

し
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
雪
辱
戦
を
も
の
に

し
て
電
気
電
子
学
科
が
優
勝
し
ま
し
た 

           
 電

験
の
取
得
者
も
今
年
度
は
、
70
名
の
大

台
に
乗
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

10
年
ぶ
り
の
こ
と
で
す
。 

最
近
、
レ
コ
ー
ド
盤
が
再
び
人
気
を
集
め

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
是
非
あ
や
か
っ
て
強

竜
ド
ラ
ゴ
・
・
じ
ゃ
な
か
っ
た
、
魅
力
あ
る

電
気
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
新
デ
ン
セ
ン
マ
ン
） 

 

『
電
子･

デ
ジ
タ
ル
家
電
分
野
の
話
題
』 

平
成
28
年
度
の
就
職
内
定
状
況
か
ら
説

明
す
る
と
、
近
年
ま
れ
に
み
る
世
界
情
勢
の

不
安
定
要
素
等
の
影
響
も
関
係
を
し
て
か
、

中
々
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
、
年
度
内
１００
％

を
達
成
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
卒
業
ク
ラ
ス
が
あ
と
2
～
3
名

を
残
す
の
み
で
す
。 

今
年
も
、
警
察
庁
中
部
管
区
警
察
局
、
国

土
交
通
省
大
阪
航
空
局
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ(

株)

、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク 

コ
ン
シ

ュ
ー
マ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ(

株)

、
日
立
コ

ン
シ
ュ
ー
マ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ(

株)

、(

株)

堀
場
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
、
上
新
電
機(

株)

、

等
と
、
目
標
と
す
る
優
良
企
業
か
ら
多
数
の

学
生
が
内
定
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
更
に
、

一
部
の
企
業
か
ら
は
、
追
加
求
人
の
依
頼
も

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

次
に
、
超
難
関
国
家
資
格
取
得
の
近
況
で

す
。
第
一
級
陸
上
無
線
技
術
士
に
６
名
、
第

二
級
陸
上
無
線
技
術
士
に
１
名
（
卒
業
に
よ

る
科
目
免
除
で
、
合
格
）、
電
気
通
信
主
任
技

術
者(

伝
送
交
換
主
任
技
術
者) 

に
１
名
が

合
格
と
自
慢
で
き
る
結
果
が
出
て
い
ま
す
。 

 

日
々
の
地
道
な
努
力
が
こ
の
様
な
結
果
と

し
て
出
て
き
ま
し
た
。 

最
後
に
、『
工
事
担
任
者
Ａ
Ｉ 

・
Ｄ
Ｄ
総

合
種
』
の
認
定
講
座
で
す
。
総
務
省
よ
り
認

可
さ
れ
、
平
成
12
年
度
か
ら
継
続
す
る
認
定

講
座
も
今
年
で
17
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
今

年
度
も
、
電
子
情
報
学
科
1
年
生
が
全
員
取

得
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
に

は
、
女
子
学
生
が
1
名
い
ま
す
。
1
年
生

の
9
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
の
ほ
ぼ
6

ヶ
月
間
の
平
常
授
業
で
、
情
報
通
信
技
術
者

と
し
て
是
非
と
も
欲
し
い
資
格
が
取
得
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
ま
る
で
、

夢
の
よ
う
な
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

例
年
の
よ
う
に
、
3
月
中
旬
に
は
、
合
格

の
目
途
が
立
ち
そ
う
で
す
。 

(

平
成
28
年
12
月
記
載 

デ
ジ
デ
ジ) 

 

『
10
号
館
の
職
人
』 

10
号
館
に
は
職
人
が
い
ま
す
。
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
創
造
学
科
の
学
生
た
ち
で
す
。
リ
モ
コ

ン
操
作
の
2
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
の
製
作
に

並
々
な
ら
ぬ
情
熱
を
注
い
で
い
ま
す
。 

専
門
学
校
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
会
の
全
国
大
会

に
出
場
す
る
他
校
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
市
販
の
キ
ッ
ト
に
手
を
加
え
た
も

の
で
あ
り
、
昨
年
度
の
大
会
で
は
自
作
ロ
ボ

ッ
ト
で
の
出
場
は
本
校
だ
け
で
し
た
。 

設
計
に
は
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
駆
使
し
ま
す
。
関
節

の
長
さ
が
肝
だ
そ
う
で
、
ボ
デ
ィ
は
ア
ル
ミ

板
一
枚
か
ら
膨
大
な
数
の
パ
ー
ツ
を
切
出
し
、

折
曲
げ
て
モ
ー
タ
を
組
付
み
ま
す
。 

 

一
台
分
に
必
要
な
モ
ー
タ
は
、
最
低
限
の

動
き
で
19
個
、
美
し
く
ス
ム
ー
ズ
な
動
き
を

さ
せ
よ
う
と
す
る
と
26
個
は
必
要
で
あ
り
、

そ
れ
ら
を
一
つ
ひ
と
つ
手
作
り
す
る
の
で
す

か
ら
膨
大
な
手
間
と
時
間
が
か
か
り
ま
す
。 

 

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
加
工
技
術
が
磨

か
れ
職
人
と
な
っ
て
い
く
の
で
す
。 

 

す
べ
て
の
パ
ー
ツ
が
揃
い
、
姿
勢
検
出
セ

ン
サ
な
ど
の
電
子
部
品
を
制
御
マ
イ
コ
ン
に

接
続
し
た
ら
形
は
ひ
と
ま
ず
完
成
で
す
。 

組
上
が
っ
た
ら
幾
種
類
も
の
動
き
を
教
え

込
む
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
が
待
っ
て
い
ま
す
。 

す
べ
て
の
関
節
が
、
よ
り
人
間
の
動
き
に

近
付
く
ま
で
何
度
も
繰
り
返
す
の
で
す
。 

気
が
遠
く
な
る
よ
う
な
作
業
で
す
が
、
バ

ッ
チ
リ
決
ま
っ
た
時
の
喜
び
は
格
別
だ
と
い

い
ま
す
。 

た
だ
そ
う
し
て
拘
り
ぬ
き
、
魂
を
吹
き
込

ん
で
製
作
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
も
、
精
巧
さ
や
モ

ー
シ
ョ
ン
の
美
し
さ
、
観
客
か
ら
の
歓
声
に

酔
い
し
れ
て
、
ス
ピ
ー
ド
重
視
の
入
賞
か
ら

は
遠
の
い
て
い
る
次
第
で
す
。（
カ
ー
吉
） 

誇らしげにトロフィーを持つ学生と 

 ほくそ笑む岩佐、小林 両教員 

 中部電気保安協会との産学連携に

よる学園祭の出展ブースの様子 



       かもめ 
 

（８） 

【
特
筆
す
べ
き
学
生
】 

 

最
近
の
工
学
院
で
特
筆
す
る
学
生
を 

紹
介
し
ま
す
。
後
輩
の
頑
張
り
を
讃
え
て 

下
さ
い
。 

 

●
第

21
回
全
国
学
生
カ
ー
ト
選
手
権 

Ｔ
Ｉ
Ａ
ク
ラ
ス
優
勝 

 機
械
工
学
科
１
年 

原
田 

峻
一
郎
さ
ん 

 

2016
年
８
月

21
日
、
日
本
海
に
近
い
ス
ピ

ー
ド
パ
ー
ク
新
潟
で
、
全
国
の
大
学
、
短

大
、
専
門
学
校
の
学
生
た
ち
に
よ
る
日
本

一
決
定
戦
第

21
回
全
国
学
生
カ
ー
ト
選
手

権
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
大
会
は
今
年
度
で

21
回
を
迎
え
、

原
田
さ
ん
も
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
時
代

か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
歴
史
の
あ
る
大
会

へ
と
成
長
し
て
い
ま
す
。 

今
回
出
場
し
た
Ｔ
Ｉ
Ａ
ク
ラ
ス
は
エ
ン

ジ
ン
形
式
、
シ
ャ
シ
ー
／
フ
レ
ー
ム
、
タ

イ
ヤ
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

他
の
Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｓ
ク
ラ
ス
は
シ
ャ
シ
ー

／
フ
レ
ー
ム
が
市
販
品
な
ら
自
由
と
な
っ

て
お
り
、
車
体
差
が
あ
る
ク
ラ
ス
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

Ｔ
Ｉ
Ａ
ク
ラ
ス
は
車
体
の
実
力
が
同
じ
条

件
と
な
る
た
め
ド
ラ
イ
バ
ー
の
実
力
が
レ

ー
ス
を
左
右
し
勝
敗
が
決
定
し
ま
す
。 

原
田
さ
ん
は
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
か
ら
予

選
で
も
ト
ッ
プ
タ
イ
ム
を
キ
ー
プ
し
、
決

勝
で
ポ
ー
ル
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
獲
得
し
ま
し

た
。 

決
勝
で
は
序
盤
か
ら
独
走
態
勢
の
ま
ま

大
学
生
を
振
り
切
り
、
最
後
ま
で
快
走
し
、

優
勝
し
ま
し
た
。 

夢
は
社
会
人
も
含
め
た
全
日
本
大
会
で

優
勝
す
る
こ
と
。
こ
の
ス
キ
ル
を
磨
き
、

将
来
は
自
動
車
開
発
関
係
で
活
躍
し
た
い

と
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。 

                         

●
電
験
三
種 女

子
学
生
が
複
数
名
合
格
！ 

 

電
気
工
学
研
究
科 

古
田 

梓
紗
さ
ん 

八
澤 

智
美
さ
ん 

 

今
年
度
の
第
三
種
電
気
主
任
技
術
者
試
験

で
、
取
得
者
が

71
名
と
な
り
、
そ
の
中
で

電
気
工
学
研
究
科
の
古
田
さ
ん
と
八
澤
さ

ん
の
両
名
が
完
全
合
格
し
ま
し
た 

女
子
学
生
の
複
数
名
完
全
合
格
は
、
電
気

工
学
科
始
ま
っ
て
以
来
の
快
挙
で
す
。 

古
田
さ
ん
は
、
三
重
県
立
尾
鷲
高
校
の
普

通
科
を
卒
業
し
、
八
澤
さ
ん
は
愛
知
県
立
一

宮
商
業
高
校
の
経
理
科
を
卒
業
し
ま
し
た
。 

 

両
名
と
も
実
家
が
電
気
工
事
を
営
ん
で

お
り
、
電
気
に
興
味
を
持
ち
入
学
し
ま
し
た
。 

当
初
は
、
全
く
違
う
分
野
の
勉
強
に
大
変

苦
労
し
た
そ
う
で
す
。 

し
か
し
そ
こ
は
持
ち
前
の
粘
り
強
さ
と
、

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
支
え
に
よ
っ
て
着
実
に

実
力
が
付
い
て
い
き
ま
し
た
。 

2
年
次
の
試
験
で

2
科
目
合
格
の
嬉
し

さ
の
反
面
、
完
全
合
格
出
来
な
か
っ
た
こ
と

に
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。 

そ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
不
合
格
だ
っ
た

科
目
を
詳
し
く
分
析
し
、
苦
手
分
野
を
強
化

す
る
た
め
電
験

ニ
種
の
問
題
も
取
り
入
れ

て
実
力
を
付
け
て
い
き
ま
し
た
。 

そ
の
お
陰
で
試
験
直
前
の
予
想
問
題
で

は
、
安
定
的
に
合
格
点
を
と
る
こ
と
が
で
き

見
事
完
全
合
格
を
達
成
し
ま
し
た
。 

卒
業
後
は
、
両
名
と
も
電
気
技
術
者
と
し

て
社
会
に
羽
ば
た
き
ま
す
。 

本
校
で
培
っ
た
目
標
に
対
す
る
取
り
組

み
は
必
ず
役
に
立
つ
は
ず
で
す
。 

電
気
業
界
は
ま
だ
ま
だ
男
性
が
多
い
職

場
で
す
が
、
資
格
取
得
に
よ
っ
て
対
等
、
い

や
、
そ
れ
以
上
の
立
場
で
業
務
を
行
っ
て
い

け
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。 

成
長
し
た
姿
を
見
る
の
が
今
か
ら
楽
し

み
で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。 

         

●
コ
ン
テ
ス
ト
Ｗ
受
賞 

ゲ
ー
ム
総
合
学
科
４
年 古

川 

貴
士
さ
ん 

 

2016
年
９
月

17
日
、
古
川
さ
ん
の
開
発
し

た
２
つ
の
ゲ
ー
ム
作
品
が
、
２
つ
の
コ
ン
テ

ス
ト
で
、
そ
れ
ぞ
れ
賞
を
獲
得
す
る
と
い
う

快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。 

ひ
と
つ
は
、
日
本
最
高
峰
の
ア
マ
チ
ュ
ア

ゲ
ー
ム
コ
ン
テ
ス
ト
で
あ
る
「
日
本
ゲ
ー
ム
大

賞
ア
マ
チ
ュ
ア
部
門
」
。 

応
募
総
数

329
作
品
の
中
か
ら
「
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ

Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｎ
」
が
受
賞
作
品
と
し
て
選
出
さ
れ

ま
し
た
。 

も
う
ひ
と
つ
は
、
世
界
中
の
イ
ン
デ
ィ
ー
・

ゲ
ー
ム
作
品
の
集
ま
る
「
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｉ
Ｅ 

Ｓ
Ｔ

Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ 

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ 

２
０
１
６
」
。 

こ
ち
ら
で
は
、
有
名
ク
リ
エ
イ
タ
ー
も
多
数

参
加
す
る
中
、
「
コ
ラ
プ
ス
」
が
審
査
員
特
別

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

コ
ン
テ
ス
ト
で
多
数
の
実
績
を
挙
げ
て
い

る
ゲ
ー
ム
関
連
学
科
の
中
で
も
、
同
日
Ｗ
受
賞

は
快
挙
で
し
た
。 

        

ジャパンカート１０月号掲載 

八澤智美さん 古田梓紗さん 

東京ゲームショウ 授賞式 



       かもめ 
 

（９） 

『 

部
活
動
を
通
し
て
校
友
会
活
動
』 

我
が
空
手
道
部
は
、
昭
和
36
年
入
学
の
榊

原
健
治
氏
が
通
っ
て
い
た
道
場
の
流
派
・
聖

道
流
で
創
部
、
平
成
28
年
に
創
部
55
周
年

を
迎
え
た
。
顧
問
は
、
故
福
田
孝
夫
先
生
、

当
初
は
唐
手
と
書
い
た
時
代
。
そ
の
後
、
間

宮
美
和
先
生
そ
し
て
、
倉
田
豊
行
先
生
（
電

波
通
信
学
科
：
昭
和
45
年
卒
）
と
引
き
継
が

れ
、
流
派
名
は
、
糸
東
流
と
な
っ
た
。 

現
在
は
、
倉
田
先
生
の
退
職
に
伴
い
、
休

部
中
で
あ
る
。 

昭
和
43
年
入
学
の
中
川
光
俊
氏
（
電
子
工

学
科
：
昭
和
45
年
卒
）
が
、
中
心
と
な
っ
て

空
手
道
部
Ｏ
Ｂ
会
が
発
足
。
活
動
休
止
中
で

あ
っ
た
が
、
創
部
55
周
年
を
迎
え
、
倉
田
先

生
の
呼
び
か
け
で
、
昭
和
48
年
入
学
の
小
竹

重
好
氏
（
電
子
工
学
科
：
昭
和
50
年
卒
）
が

ご
尽
力
さ
れ
、
再
度
、
新
空
手
道
部
Ｏ
Ｂ
会

が
発
足
。 

       

こ
の
度
、
天
野
悟
氏
（
電
子
工
学
科
：
昭

和
50
年
卒
）
が
会
長
に
就
任
、
新
生
空
手
道

部
Ｏ
Ｂ
会
並
び
に
校
友
会
Ｏ
Ｂ
同
窓
会
と
し

て
発
足
、
校
友
会
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。 

こ
の
新
Ｏ
Ｂ
会
は
、
平
成
28
年
10
月
22

日
の
学
園
祭
期
間
中
に
３
号
館
５
階
の
特
設

道
場
に
集
合
、
そ
の
後
、
親
睦
会
を
開
催
し

て
、
心
を
一
つ
に
し
て
糾
合
、
決
定
さ
れ
、

Ｏ
Ｂ
会
が
息
を
吹
き
返
し
た
。 

今
後
、
毎
年
、
学
園
祭
を
中
心
に
会
合
と

親
睦
会
を
開
催
し
て
、
末
永
く
継
続
す
る
決

意
で
あ
る
。 

 

こ
の
、
空
手
道
部
Ｏ
Ｂ
同
窓
会
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
、
正
会
員
18
名
、
特
別
会
員
１
名

が
在
籍
。
今
後
、
空
手
道
部
出
身
者
が
400
余

名
。
さ
ら
に
、
よ
り
多
く
の
会
員
を
糾
合
す

る
つ
も
り
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
専
任
の
先
生
お
よ
び
在
校
生
の

方
々
に
休
部
中
の
部
活
動
を
復
活
し
て
い
た

だ
き
、
校
友
会
活
動
に
積
極
的
に
参
加
、
さ

ら
な
る
発
展
を
期
し
た
い
。
皆
様
の
ご
協
力

を
切
に
お
願
い
致
し
た
い
。 

Ｏ
Ｂ
諸
氏
も
こ
の
機
会
に
部
活
動
が
復
活

す
る
こ
と
を
熱
望
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

 

空
手
道
部
で
よ
く
使
わ
れ
る
【
押
忍
（
オ

ス
）】（
押
し
忍
ぶ
）
は
、
拓
殖
大
学
空
手
道

部
か
ら
生
ま
れ
た
言
葉
と
聞
く
。
今
や
世
界

で
は
、
OSS
（
オ
ス
）
と
し
て
、
公
用
語
と
な

り
、
2020
年
に
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種

目
と
し
て
採
用
さ
れ
、
テ
レ
ビ
等
で
そ
の
型

が
頻
繁
に
放
映
さ
れ
て
い
る
。 

今
後
と
も
、
校
友
会
の
一
員
と
し
て
、
さ

ら
な
る
発
展
を
期
し
て
、
よ
り
一
層
貢
献
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

最
後
に
、
我
が
糸
東
流
の
開
祖
で
あ
る
摩

文
仁
賢
和
先
生
の
武
歌
を
紹
介
し
た
い
。 

『
何
事
も 

打
ち
忘
れ
た
り 

ひ
た
す
ら
に 

武
の
島
さ
し
て 

漕
ぐ
が 

楽
し
き
』 

押
忍 

 
 
 
 
 
 
 

文
責 

倉
田 

豊
行 

『
名
古
屋
工
学
院
専
門
学
校 

産
業
技
術
後
援
会
』 
 

 [

名
産
会
概
要] 

本
会
の
前
身
は
、
昭
和
45
年
、
中
部
地
方

に
お
け
る
電
気
・
電
子
業
界
全
般
に
関
す
る

技
術
者
育
成
の
た
め
の
支
援
機
関
と
し
て
規

範
的
か
つ
広
域
な
産
学
共
同
の
実
を
挙
げ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
発
足
し
た
「
中
部
電
気

産
業
育
英
会
」
で
あ
る
。 

工
学
院
及
び
電
波
学
園
と
関
係
す
る
幅
広

い
企
業
と
の
一
層
の
産
学
連
携
や
会
員
相
互

間
の
親
睦
の
事
業
を
行
う
為
、
平
成
25
年

5
月
に
名
古
屋
工
学
院
専
門
学
校
産
業
技

術
後
援
会
（
名
産
会
）
と
名
称
を
変

更
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。 

現
在
、
会
員
数
は
１９４
社
。
活
動
内
容
と
し

て
は
、
業
界
研
究
・
企
業
研
究
セ
ミ
ナ
ー
の

実
施
、
知
識
・
技
術
の
習
得
が
顕
著
な
学
生

へ
の
奨
励
賞
の
授
与
な
ど
、
専
門
学
校
の
教

育
を
支
援
す
る
た
め
の
諸
活
動
を
展
開
し
て

い
る
。 

今
後
も
よ
り
充
実
し
た
組
織
づ
く
り
と
時

宜
を
得
た
産
学
連
携
強
化
を
進
め
、
優
秀
な

人
材
の
確
保
と
会
員
相
互
間
の
親
睦
や
啓
発

の
事
業
を
行
っ
て
い
く
。 

［
目
的
］ 

本
会
は
、
名
古
屋
工
学
院
専
門
学
校
が
行

う
教
育
方
針
に
賛
同
し
、
中
部
地
区
に
お
け

る
電
気
、
家
電
・
電
子
・
通
信
、
情
報
処
理
・

Ｉ
Ｔ
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
映
像
音
響
、
ロ

ボ
ッ
ト
・
制
御
技
術
・
機
械
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
な
ど

産
業
技
術
全
般
に
関
す
る
技
術
者
育
成
及
び

学
生
に
就
業
観
・
勤
労
観
を
持
っ
て
「
人
間

力
」
を
意
識
し
た
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
で
き

る
人
材
育
成
の
た
め
の
支
援
機
関
と
し
、
模

範
的
か
つ
広
域
な
産
学
協
同
の
実
を
挙
げ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。 

[

名
産
会
設
立
理
由] 

企
業
が
求
め
る
人
材
像
と
学
生
の
希
望
や

資
質
が
合
わ
な
い
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
決
す
る

為
、
産
学
連
携
を
強
化
し
て
、
学
生
が
働
き

が
い
の
あ
る
仕
事
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に

学
生
と
企
業
と
の
接
す
る
機
会
を
増
や
し
、

「
専
門
技
術
を
持
ち
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
、
行
動
力
、
自
己
啓
発
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
を
兼
ね
備
え
た
人
材
」
を
名
古
屋
工
学

院
専
門
学
校
か
ら
輩
出
さ
せ
会
員
企
業
で
活

躍
し
て
い
た
だ
く
。 

 

 

名古屋工学院専門学校産業技術後援会 

第4回定期総会 

平成28.11.22 

業界研究セミナー 

平成28.12.15･16 
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4月 8日 電波学園合同入学式 

 

 

 

 

4月 11日 始業 

4月 17日 春期情報処理技術者試験 

4月 22日 第１回県人会 

4月 30日 エピック・ゲームズ・ジャパン 

合同会社特別講演会 

5月 14日 東海地区教育懇談会（卒業クラス）  

5月 18日 第１回・企業説明会 

5月 19日 第 2回・企業説明会 

5月 20日 寮避難訓練 

5月 22日 工事担任者試験 

5月 27日 献血運動 

5月 28日 寮ボウリング大会 

6月 2日  第 3回・企業説明会 

6月 3日  第 4回・企業説明会 

6月 4日  堀川まつりポスター採用  

ゲーム CG学科 2年 中島 瑞希 

6月 5日  第二種電気工事士上期筆記試験 

映像音響処理技術者資格認定試験 

6月 19日 第 1・2級 CAD利用技術者試験 

6月 25日 色彩検定 

校友会支部長総会 

 

 

 

 

 

7月 2日 教育懇談会／県人会担当教員が 

各地区へ赴き保護者との面談。 

7／2 静岡・松本、   7／3 浜松・飯田、 

7／9  石垣・宮古・熊野・富山、 

7／10 那覇、伊勢、長浜、 

7／16 高山・金沢、  7／17 郡上・福井 

7月 3日  サウンドレコーディング 技術認定試験 

7月 5日～7月 8日 第一・ニ級陸上無線技術士試験 

7月 9日  ㈱サムライピクチャーズ特別講演 

 

 

景気回復の兆しが見えてきた平成28年度。求人の状況も昨年度と比べ好調であり、工学院生が先輩方同様に活躍でき 

る場が多くありました。その場に立てるよう、在校生達は、資格取得、技術習得に日々努力を重ねてきました。 

今年度のおもな出来事をまとめてみましたので、卒業生の皆さんも、学生時代を思い出しながらご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28年度 母校のおもなできごと 

7月 10日  ＣＧ―ＡＲＴＳ検定 

7月 17日  ３次元ＣＡＤ利用技術者試験 

7月 23日  KLab㈱特別講演会 

       第二種電気工事士上期技能試験 

7月 25日～29日 前期末試験 

7月 29日  昼間部・夜間部終業 

（夏期休暇）7月 30日～9月11日 

8月 6日   クリプトン・フューチャー・メディア㈱ 

                  特別講演会 

8月 7日   ㈱スクウェア・エニックス特別講演会 

      エネルギー管理士試験 

      Ebe-1 GP SUZUKA参戦 

8月 21日  沖縄スカイツアー（体験入学） 

8月 24日～9月 8日 第一級陸上特殊無線技士講習会 

                   77名取得 

8月 22日  夜間部始業 

9月 3日   第一種、二種電気主任技術者試験（一次試験） 

9月 4日   第三種電気主任技術者試験 

       第 31回マイクロマウス中部地区初級者大会 

       ﾏｲｸﾛﾏｳｽｸﾗｼｯｸ競技 優勝 

ロボティクス創造学科 4年 加藤 涼 

ﾏｲｸﾛﾏｳｽｸﾗｼｯｸ競技 特別賞 

ロボティクス創造学科 3年 竹内 秀哉 

ﾛﾎﾞｽﾌﾟﾘﾝﾄ競技ワンメイクの部 準優勝 

ロボティクス創造学科 1年 佐藤 翔生 

 

 

 

 

     家電エンジニア・アドバイザー試験 

      Ｐｒｏ Ｔｏｏｌｓ技術者認定試験 

9月 7日   家電製品アドバイザー試験 

9月 15日～18日 東京ゲームショウ２０１６出展 

        見学ツアー実施 

9月 17日   日本ゲーム大賞 

       アマチュア部門 優秀賞 

            ゲーム総合学科 4年 古川 貴史 

9月 25日  公益財団法人 中山隼雄科学文化財団による 

研究成果発表会 学生作品発表 
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12月 4日  第一種電気工事士 技能試験 

12月 13日  メイクアップセミナー 

 

 

 

 

 

12月 22日 全国専門学校ロボット競技会 

        優秀メカニック賞 

           ロボティクス創造学科 馬場 遼 

                      鈴木 寛 

 

 

 

 

 

12月 23日～1月 10日 昼間部・夜間部冬期休暇 

12月 24日 電気機器組立て技能士 

（シーケンス作業）技能試験 

1月 5日～7日 第 4回スキー・スノボツアー 

          北志賀竜王スキー場 

 

 

 

 

 

 

 

 

1月 13日 第 2回県人会 

1月 17日～20日 第一級、ニ級陸上無線技術士試験 

1月 19日 産業技術学科卒業研究発表会 

1月 22日 第 2級、3級シーケンス制御技能検定学科試験 

1月 25日～31日 卒業試験 

2月 3日 情報学科模擬面接会 

2月 5日 ゲーム・CG分野 卒業・進級作品展 

2月 6日 電子情報研究科 卒業研究発表会 

2月 6日～10日 進級試験 

2月 14日～15日 メディア学部卒業研究発表会 

3月 6日 家電製品エンジニア・アドバイザー試験 

            （ＡＶ情報家電・生活家電） 

3月 9日  茶話会 

      家電製品アドバイザー試験 

     （ＡＶ情報家電・生活家電） 

      校友会賞授与式 

3月 10日   卒業式 

3月 14日   終業 

3月 15,16日  学園総合企業説明会 

3月 19日 第 21回熱田の森ロボット競技会 

10月 1日  第二種電気工事士下期筆記試験 

10月 2日   第一種電気工事士 筆記試験 

10月 5日･6日 ゲーム・ＣＧ分野 

      前期末特別制作展示・発表会 

10月 16日 秋期情報処理技術者試験 

10月 22日～23日 第 45回名学祭 

   テーマ 

「ink ～あなたのパレットは 

何色に染まっていますか～」 

 

でじっく☆フェス 

 

10月 23日  第 35回マイクロマウス中部地区大会 

ﾛﾎﾞｽﾌﾟﾘﾝﾄ競技ワンメイクの部 準優勝 

        ロボティクス創造学科 1年 佐藤 翔生 

ﾛﾎﾞｽﾌﾟﾘﾝﾄ競技ワンメイクの部 優勝 

        ロボティクス創造学科 梅本 篤 

10月 23日  日本マイクロソフト㈱ 特別講演会 

10月 29日  東海地区教育懇談会（進級クラス） 

10月 30日  第 31回全日本学生マイクロマウス大会 

              5位 ロボティクス創造学科 竹内 秀哉 

          6位 ロボティクス創造学科 加藤 涼 

11月 10日  体育祭（日本ガイシホール） 

 

 

 

 

 

     優勝 電気・電子学科  準優勝 メディア学科 

11月 12日  InfoLens.Inc特別講演会 

11月 14日～24日 ゲーム・CG分野企業研究会 

11月 19日～20日 第 37回全日本マイクロマウス大会 

 

 

 

 

 

11月 20日  機械設計技術者試験 

第一種・第二種電気主任技術者試験（二次試験） 

11月 27日  ディジタル技術検定試験 

12月 3日 第ニ種電気工事士下期技能試験 

12月 3日～4日 デジタルコンテンツ博覧会 

        GAIRA“ぺライチ”チャレンジ 

GAIRA賞 

ゲームサイエンス学科 佐藤勇斗 

日本一ソフトウェア賞 

ゲーム CG学科  伊藤早織 

インティ・クリエイツ賞 

ゲームサイエンス学科 中村元樹 
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『
ゆ
い
ま
ー
る
』
の
気
持
ち 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

沖
縄
支
部
担
当 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小
林 

真
治 

 

私
が
沖
縄
支
部
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ

て
約
10
年
。
依
然
と
し
て
地
名
や
言
葉
な
ど

判
ら
な
い
事
が
多
々
あ
り
、
一
人
前
に
は
ほ

ど
遠
い
と
痛
感
し
て
い
る
。 

 

一
言
に
沖
縄
と
い
っ
て
も
、
本
島
だ
け
で

な
く
宮
古
島
や
石
垣
島
な
ど
の
離
島
も
あ
る
。

本
島
か
ら
石
垣
島
ま
で
は
、
400
㎞
以
上
離
れ

て
お
り
、
東
京
大
阪
間
の
距
離
に
相
当
す
る

と
い
う
か
ら
驚
き
で
あ
る
。 

 

こ
の
10
年
の
間
に
、
沖
縄
担
当
者
と
し
て
、

何
度
も
沖
縄
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会

が
あ
っ
た
。 

私
は
、
担
当
す
る
ま
で
沖
縄
に
行
っ
た
事

が
な
く
、
当
初
は
驚
き
の
連
続
で
あ
っ
た
。 

そ
の
驚
き
の
第
一
は
鉄
道
が
な
い
こ
と
。

那
覇
空
港
か
ら
首
里
方
面
に
向
け
モ
ノ
レ
ー

ル
（
ゆ
い
レ
ー
ル
）
は
存
在
す
る
が
、
鉄
道

が
な
く
踏
切
も
存
在
し
な
い
。 

第
ニ
に
、
タ
ク
シ
ー
や
レ
ン
タ
カ
ー
が
多

い
こ
と
。
空
港
周
辺
の
駐
車
場
は
、
モ
ー
タ

ー
プ
ー
ル
の
よ
う
で
あ
る
。
平
成
26
年
に
は
、

過
去
最
多
の
706
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
て

い
る
。 

第
三
は
、
基
地
の
存
在
で
あ
る
。
空
が
割

れ
る
か
と
思
う
ほ
ど
の
爆
音
と
共
に
戦
闘
機

が
飛
び
立
つ
様
子
は
、
今
で
も
振
り
向
い
て

し
ま
う
ほ
ど
だ
。 

そ
し
て
第
四
は
、『
あ
た
た
か
さ
』で
あ
る
。 

南
国
の
た
め
気
温
が
高
い
『
暖
か
い
』
は

当
然
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
人
が
『
あ
た

た
か
い
』
の
だ
。 

初
対
面
の
人
や
、
突
然
入
っ
た
店
の
人
で

も
、
と
に
か
く
気
さ
く
に
明
る
く
穏
や
か
に

接
し
て
く
れ
る
。 

沖
縄
に
は『
い
ち
ゃ
り
ば 

ち
ょ
ー
で
ー
』

と
い
う
諺
が
あ
る
。 

こ
れ
は
一
度
で
も
出
会
え
ば
、
兄
妹
の
よ

う
に
仲
が
良
く
な
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

こ
の
言
葉
か
ら
も
県
民
性
が
う
か
が
え
、
私

が
沖
縄
を
好
き
な
っ
た
理
由
で
も
あ
る
。 

 

 

沖
縄
支
部
は
、
700
名
を
超
え
る
卒
業
生
が

巣
立
っ
て
お
り
、
支
部
総
会
で
も
多
く
の
卒

業
生
が
参
加
し
て
い
る
。
現
役
か
ら
ご
退
職

さ
れ
た
方
々
ま
で
と
年
齢
層
は
広
い
。 

 

そ
こ
で
感
じ
る
の
は
、
本
校
で
の
学
生
生

活
で
経
験
さ
れ
た
こ
と
が
、
今
の
原
動
力
と

な
っ
て
お
り
、
本
校
の
将
来
の
こ
と
を
真
剣

に
考
え
て
い
る
こ
と
だ
。 

ま
た
、
年
配
の
方
々
が
若
い
卒
業
生
に
対

し
て
、
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
乗
っ
て
い
る

様
子
は
、
と
て
も
印
象
的
で
あ
る
。 

 

沖
縄
に
は
、『
ゆ
い
ま
ー
る
』
と
い
う
お
互

い
を
思
い
や
る
心
、助
け
合
い
精
神
が
あ
る
。 

校
友
会
活
動
は
、
こ
れ
ら
の
精
神
を
活
か

し
、
先
輩
後
輩
の
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き

る
だ
け
で
な
く
、
親
身
な
サ
ポ
ー
ト
も
行
え

る
素
晴
ら
し
い
組
織
だ
と
改
め
て
感
じ
た
。 

私
は
『
ゆ
い
ま
ー
る
』
の
気
持
ち
を
常
に

忘
れ
ず
、
支
部
会
員
の
関
係
を
深
め
る
橋
渡

し
的
な
存
在
と
な
り
、
先
輩
の
方
々
か
ら
本

校
の
将
来
や
校
友
会
の
発
展
に
対
し
て
安
心

し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

 

国
際
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
言
葉
に

触
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
久
し
い
が
、
今

世
界
中
が
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー

な
ど
で
、
善
き
に
せ
よ
、
悪
し
き
に
せ
よ
、

一
夜
に
し
て
人
生
が
変
わ
る
と
い
う
ほ
ど
の

物
凄
い
情
報
社
会
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。 

日
本
の
ア
ニ
メ
文
化
が
海
外
で
成
長
し
た

り
、
渋
谷
の
交
差
点
が
来
日
者
の
観
光
ス
ポ

ッ
ト
に
な
っ
た
り
。
ま
た
、 

“
爆
買
い
”
な

る
言
葉
が
一
段
落
し
、今
で
は
地
方
の
自
然
、

文
化
に
触
れ
る
た
め
に
訪
れ
る
観
光
客
が
多

く
な
っ
て
い
る
と
い
う
。 

19
年
ぶ
り
と
い
う
日
本
人
横
綱
誕
生
に
、

相
撲
フ
ァ
ン
や
ス
モ
ジ
ョ
で
な
く
と
も
心
が

弾
む
。
ス
ポ
ー
ツ
や
音
楽
芸
能
、
料
理
、
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
世
界
な
ど
多
く
の
日
本
人
が

海
外
で
活
躍
、
修
行
を
し
て
い
る
。 

逆
に
日
本
の
歴
史
・
文
化
に
深
く
関
心
を

持
っ
て
来
日
す
る
外
国
人
も
多
い
。 

例
え
ば
戦
国
武
将
に
つ
い
て
研
究
し
、
関

ヶ
原
な
ど
を
訪
ね
歩
く
人
も
い
る
と
聞
く
。 

筆
者
の
通
う
剣
道
の
道
場
に
も
、
外
国
人

の
姿
が
あ
る
。
欧
州
の
IT
系
企
業
に
勤
め
、

１
ヶ
月
ほ
ど
の
短
期
出
張
で
も
重
い
防
具
を

担
い
で
セ
ン
ト
レ
ア
に
降
り
立
つ
。 

日
本
の
道
場
で
竹
刀
を
振
る
立
ち
居
振
る

舞
い
は
、
誠
に
謙
虚
で
礼
儀
正
し
い
。 

カ
モ
メ
の
よ
う
に
高
い
空
か
ら
見
る
、
世

界
観
を
持
ち
た
い
も
の
だ
。 

 
 

（
花
鳥
） 
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